
教育に関する事務の管理及び執行の
状況の点検及び評価報告書について

（令和３年度分）
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点検・評価の
根拠

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 第26条

点検・評価の
目的

① 教育委員会は、毎年事務事業の取組状況について点検・評価を
行い、課題や取組の方向性を明らかにすることにより、効果的な
教育行政の推進を図る。

② 点検・評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会へ提出
するとともに、公表することにより市民への説明責任を果たし、
市民に信頼される教育行政の推進を図る。

点検・評価の
実施方法

① 第二次長野市教育振興基本計画の施策の体系に基づき、関係
部局とも連携しながら点検・評価を行い、課題や今後の取組の
方向性を明らかにする。

② 学識経験を有する者の意見を聴取した上で、教育委員会に
おいて点検・評価を行う。

③ 結果を取りまとめた報告書を市議会に提出するとともに、
市ホームページにおいて市民に公表する。

点検・評価の概要



１ 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価の概要 （Ｐ１）

２ 事務局・教育機関の所属ごとの主な事業の概要と評価 （Ｐ２～12）

３ 施策別の事務の点検・評価と今後の方向性 （Ｐ14～72）

基本的方向１ 次世代を担う子どもたちの｢生きる力｣の育成
1-1 子どもたちの「生きる力」を育成する教職員の力量の向上
1-2 乳幼児期からの段階に応じた教育の充実
1-3 安心・安全な教育環境の整備
1-4 一人一人を大切にする教育の推進

基本的方向２ 地域に支えられ、親と子が共に学び育ち合う環境の充実
2-1 家庭・地域・学校の連携・協働による教育力の向上
2-2 地域が子どもの育ちを支える環境の充実

基本的方向３ 生きがいを求め、社会に参画する力を高める学びの機会の充実
3-1 学びの機会を支える生涯学習環境の充実
3-2 豊かな生活につながる生涯学習の推進

基本的方向４ 多彩な文化・スポーツ遺産を継承・創造し、全ての市民が享受できる
文化力の向上
4-1 多彩な資源を生かした文化芸術・スポーツ創造環境の構築
4-2 国際交流・多文化共生の推進

４ 前年度までの学識経験者の意見に対する取組 （Ｐ73～75）

５ 今年度の学識経験者の意見 （Ｐ76～77）

3
報告書の構成



取組名 実施状況 評 価

ＧＩＧＡスクール
構想の推進に
向けた教職員
研修の推進

情報主任会を中心に教職員研修を実
施するとともに、学校の要請に応じて
指導主事が学校へ訪問し、学習支援ソ
フトの活用、情報活用能力や情報モラ
ル教育の更なる推進を図った。
また、教育センターの経年研修の種類
を増やし、ＩＣＴに関わる研修を進めた。

情報主任会を年に５回開催するととも
に、指導主事による学校訪問支援を65
回実施し、学校の要望に沿った支援を
行うことができた。また、教育センター
の研修を１講座増やし、教職員のＩＣＴ
に係る要望に沿う研修を行うことがで
きた。

小中学校トイレ
改修

国庫補助金等を活用し、大規模改修だ
けでなく、洋式便器への交換や小便器
の自動水洗化など一部改修も実施し、
学校トイレの環境改善の加速化を進め
た。

学校施設環境改善交付金を活用した
大規模改修を７校で、令和２年度、国
の第三次補正予算成立を受けて、有
利な特定財源の充当が可能となったこ
とから、３月補正で予算化した洋式便
器への交換や小便器の自動水洗化な
ど一部改修を14校で実施した。

活力ある学校
づくり

「答申」に沿い、将来を見据えて、子ど
もたちが集団で学び合える豊かな教育
環境づくりに向けて優先的に取り組む
べき課題の解決に向けた保護者等と
の対話に注力した。

七二会中学校において、学校の方向
性がまとまった。

4
成果のあった主な取組 ①



取組名 実施状況 評 価

不登校児童生
徒への支援

不登校になる児童生徒や、様々な特性
を持った児童生徒に対し、一人ひとり
の教育的ニーズに応じた指導・支援体
制を整えた。

登校支援の重点校を指定し、スクリー
ニング会議を定着させるとともに、ス
クールソーシャルワーカーを派遣し、不
登校の未然防止と早期対応を図った。

学校における
新型コロナウイ
ルス感染症対
応

文科省のマニュアルに基づき、市保健
所の助言を受けながら、市内の感染状
況に応じた具体的な措置を決め出して
各校に周知し、感染症対策を図った。
また、緊急事態措置やまん延防止等重
点措置が適用される等、多様な感染
状況を想定して必要な準備を進めた。

第６波においては、学校の実情に応じ
た分散登校や分散教室等の対応に速
やかに移行でき、感染の拡大を防ぐこ
とができた。分散登校を行うにあたって
は、「分散登校補助員」として100名を
超える学生や地域の人材を任用し、子
どもの居場所を確保した。

旧横田家住宅
保存修理事業
真田宝物館企
画展

重要文化財旧横田家住宅の保存修理
事業が完了し、リニューアルオープン
に伴い施設の活用を進めた。真田宝物
館では企画展を開催した。

４月のオープンに合わせ、解説会、
蓄音機コンサート等を実施した。また、
真田宝物館では企画展「松代藩士－
屋敷・由緒・仕事－」を開催し、旧横田
家をはじめ、武家屋敷の主に関する資
料を展示した。各武家屋敷では、各家
に関する講座を４回開催した。
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成果のあった主な取組 ②



取組名 現況と課題 今年度の重点的な取組

ＧＩＧＡスクール
構想の推進

平常時での家庭学習を、各学校が２学
期から本格的に開始するために必要な
準備を進めていく。また、ＩＣＴ 支援員に
ついては、より多くの学校からの要請
に応じられるよう、支援体制を工夫する
必要がある。

学習支援ソフトの学校や家庭での効果
的な活用について、各支部代表の情報
主任による「GIGAワーキンググルー
プ」を中心に研究・発信を行い、情報主
任会や研修会を複数回開催し、情報共
有を図る。ＩＣＴ 支援員については訪問
支援に加え、オンラインによるサポート
体制の充実を図る。

標準学力検査
（ＮＲＴ）を活か
した指導改善
サイクルの構
築

小学校では、ＮＲＴ分析に基づいた補
充・補完指導、授業改善サイクルの構
築が位置づいている。中学校でも授業
改善サイクルがより効果的なものとな
るよう、重点を決め出し、支援していく
必要がある。

子どもたちの自学自習の資質能力を育
むため、ＮＲＴや全国学力・学習状況調
査等の分析をもとに、教職員が具体的
な指導改善に取り組めるように、引き
続き各校の研究主任を対象に研修会
を開催する。

学校施設の長
寿命化改修

学校施設は築30年以上の建物が全体
の約70％を占めており、老朽化が進ん
でいる。建物の長寿命化を図り、改築
費用を低減するとともに、豊かな教育
環境の整備を進める必要がある。

令和３年２月に策定した長寿命化計画
に沿った施設改修を進めるため、長寿
命化改修の予算規模に応じ、耐力度
調査業務委託及び実施設計業務委託、
長寿命化改修工事等を実施する。
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主な課題と今年度の取組 ①



取組名 現況と課題 今年度の重点的な取組

不登校児童生
徒への支援

年々、不登校児童生徒数が増加傾向
にある。中学校での増加の割合が高く
なっている。
学校復帰を主目的とせず、学校以外の
居場所での活動を認め、社会的自立
に向けた様々な生活や学習場所の保
障や支援を行っていく必要がある。

教育機会確保法の趣旨に沿い、学校
以外の居場所における支援の拡充を
図るとともに、フリースクール等民間施
設・団体との連携を推進していく。
１人１台端末を活用した支援策の充実
を図るとともに、教室以外の居場所で
の学習内容を評価に反映できる仕組
みづくりを推進していく。

長沼交流セン
ターと豊野公
民館の復興

長沼交流センターは、ワークショップを
行い、複合施設のレイアウトが決定し
た。豊野公民館は、（仮称）豊野防災交
流センターとして整備するため、基本
設計・用地測量・地盤調査を実施した。
引き続き関係課等と協議を行いながら
進めていく必要がある。

長沼交流センターについては、施設内
容について引き続き住民と協議を行っ
ていく。（仮称）豊野防災交流センター
については、実施設計及び敷地造成
等を実施する。

松代城跡保存
整備事業

一部外周園路の舗装及び木橋整備に
向けた実施設計が完了した。計画に
沿って進めるとともに、市道等の史跡
周辺環境整備の事業化に向けて、庁
内関係課及び地区との調整協議を進
める必要がある。

太鼓門前橋外整備工事を実施するほ
か、土塁・堀の整備方針を定めるため、
発掘調査・史料調査を進める。周辺環
境整備について、庁内関係課及び地
元地区と協議する。
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主な課題と今年度の取組 ②



8
学識経験者の意見

点検・評価報告書に対し学識経験者からいただいた意見を記載した。
今年度の事業の実施に当たり可能なものはすぐに取り組み、それ以外は来年度
以降の事業に生かすべく、今後検討する。

全 体 意 見 ２件

施策別の今後の方向性に関する意見 ９件

1-1 子どもたちの「生きる力」を育成する教職員の力量の向上 ３件

1-2 乳幼児期からの段階に応じた教育の充実 ２件

2-1 家庭・地域・学校の連携・協働による教育力の向上 １件

3-1 学びの機会を支える生涯学習環境の充実 １件

4-2 国際交流・多文化共生の推進 ２件

合 計 １１件


